
第

96
回
全
国
高
校
野
球

選
手
権
青
森
大
会
は
24
日
、

青
森
市
営
球
場
で
決
勝
戦

を
行
い
、
八
学
光
星
が
青

森
を
８
―
６
で
下
し
、
２

年
ぶ
り
７
回
目
、
春
夏
通

算

14
回
目
の
甲
子
園
出
場

を
決
め
た
。

八
学
光
星
は
３
点
を
リ
ー

ド
さ
れ
る
苦
し
い
展
開
と

な
っ
た
が
三
回
、
北
條
の

左
前
適
時
打
で
１
点
を
返

す
と
、
続
く
足
立
が
右
翼

に
２
点
本
塁
打
を
放
ち
追

い
つ
い
た
。

４
―
４
の
同
点
で
迎
え

た
七
回
に
は
、
連
打
と
死

球
で
１
死
満
塁
と
チ
ャ
ン

ス
を
広
げ
る
と
、
相
手
の

一
塁
悪
送
球
の
間
に
走
者

３
人
が
生
還
。
さ
ら
に
新

井
勝
徳
の
犠
飛
で
１
点
を

加
え
、
８
―
４
と
試
合
を

ひ
っ
く
り
返
し
た
。

投
げ
て
は
、
主
戦
中
川

が

14
安
打
を
打
た
れ
た
も

の
の
、
粘
り
強
い
投
球
で

要
所
を
締
め
、
完
投
し
た
。

青
森
は
二
回
、
適
時
打

と
失
策
絡
み
で
３
点
を
先

制
。
九
回
に
も
２
点
を
加

え
る
粘
り
を
見
せ
た
が
、

及
ば
な
か
っ
た
。
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・
青
森
─
八
学
光
星
】
３
回
裏
、
八
学
光
星
２
死
二

塁
、
足
立
（
右
）
の
２
点
本
塁
打
で
３
─
３
の
同
点

▽
決
勝

(

青)

久
保
澤
、
木
村
―
飯
田

(

光)

中
川
―
馬
場

青

森

０
３
０

１
０
０

０
０
２

６

光

星

０
０
３

０
１
０

４
０
Ｘ

８
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▽
本
塁
打
＝
足
立
（
光
）

▽
二
塁
打
＝
中
村
港
２
（
青
）
北
條
（
光
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　２０２０年（令和２年）３月２４日　火曜日

Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
バ
ッ
ハ
会
長
と
の
電
話
会
談
を
終
え
、
取
材
に
応

じ
る
安
倍
首
相
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
感
染

拡
大
を
受
け
、
東
京
五
輪
の
開
幕
を
１
年
程
度
延
期
す
る
こ

と
で
一
致
し
た
＝
�
日
午
後
９
時
�
分
、
首
相
公
邸

　
安
倍
晋
三
首
相
は
�
日

夜
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
の
バ

ッ
ハ
会
長
と
電
話
で
会
談

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
世
界
的
な
感
染
拡
大

を
受
け
、
７
月
�
日
に
開

幕
予
定
だ
っ
た
東
京
五
輪

を
１
年
程
度
延
期
す
る
こ

と
で
一
致
し
た
。

　
五
輪
の
延
期
は
史
上

初
。
詳
細
な
開
催
日
程
は

今
後
の
協
議
で
決
め
る
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
延
期

と
な
る
。
Ｉ
Ｏ
Ｃ
は
�
日

の
臨
時
理
事
会
で
、
五
輪

に
つ
い
て
延
期
を
含
め
て

検
討
す
る
こ
と
を
決
め
た

際
、
４
週
間
以
内
に
結
論

を
出
す
方
針
を
発
表
し
て

い
た
。

　
巨
大
イ
ベ
ン
ト
の
延
期

に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
界
だ

け
で
な
く
政
治
や
経
済
、

社
会
生
活
な
ど
各
方
面
に

甚
大
な
影
響
が
及
ぶ
の
は

避
け
ら
れ
な
い
。
今
後
、

競
技
会
場
や
宿
泊
施
設
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確
保
な

ど
難
し
い
調
整
が
待
ち
受

け
る
。

　
感
染
が
広
が
る
中
、
バ

ッ
ハ
会
長
は
当
初
、
予
定

通
り
の
開
催
に
理
解
を
求

め
て
い
た
が
、
五
輪
出
場

権
を
争
う
国
内
外
の
大
会

が
軒
並
み
中
止
や
延
期
に

追
い
込
ま
れ
、
選
手
や
競

技
団
体
か
ら
延
期
を
求
め

る
声
が
相
次
い
で
い
た
。


